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研 究主題 情報活用能力 を培 い、自立 した生活者を育成する指導 内容 ・方 法の工夫

1主 題設 定の理 由

現代社 会の情報化 は、今後 ます ます拡 大 し、加速化 す ることが予想 され る。そ して、 この

社 会の情報 化 は家庭生活 に も大 きな影響 を与 えてお り、人 は様 々な場面 にお いて情報 を もと

に生活 を営み 、活動 してい る。情報化社 会にお いて は、的確 な情報 を必 要なだ け得 る こと、

そ して得た情報 に対 して適切 な判 断 ・行動 をす ることが、生活 の質 の向上 に大 き く寄与 す る

のであ る。

高等学校 家庭科 では、主体 的に生活 がで きる能力 と実践 的態度 の育成 を指導 目標 の一 っ と

してい る。 これ は、変化す る社会情勢 、多様化 す る価値観 の中で、 自らの生活課題 を発見 し、

判断 ・行動 す る ことによ り問題 を解決 し、生 活を創造 す ることがで きる能力の育成 と言 い換

え る ことがで きる。 そ こで、 この変化 の激 しい時代 にあ って、社会 に対応 し、主体 的に価値

判断 がで き、意欲的、創造 的に生活 で きる人間を 「自立 した生活者Jと 考 え た。

情報化社 会 にお いて 自立 した生活者 に必要 な能力 の第一 は、情報 を使 いこなす力 と考 え ら

れ る。情報 化が進展す る中で、情報 への アクセ スはます ます容易 にな る。 この よ うな情 報 の

洪水 の中で は、情報を批判 的に見 る心構 えや、情報 に振 り回 されない態度 が必要で あ る。 す

なわ ち、氾 濫す る生活情報 を質 と量 の両面 か ら検討 し、 自分 自身 の価値観 と広 い視野 か ら必

要 な情報 を選択 し、優先順位 を決定 で きる能力 が必要 であ る。第二 は、入 手 した情報 か らよ

り価値 のあ る新 しい情報を生 み出す力 と考 え る。情報 は、それを受 け取 った人間の行動 や思

考 を通 して は じめて意 味を もっ。入手 した情報 か らよ り価値 のあ る新 しい情報 を創造 し、責

任 を もって 発信 し、行動 し得 る能力 が必要 なのであ る。そ して、 これ らの能 力を身 に付 け、

変化 す る新'しい状 況 に適 した生 き方 をす る自立 した生活者 であ るために は、 自 ら学 び続 け る

力 が必要 であ ることは言 うまで もない。

本年 度 の教育研 究員 は、 このよ うな社会情勢 を踏 まえ、 これか らのよ り情報 化 の進展 す る

社会 を生 きる生徒 が 自立 した生活者 として健康 でよ り豊 かな生活 を送 るため には、様 々 な情

報手段 にっ いて認識 し、氾濫す る生活情報 の中か ら適切 な情報 を活 用で きる能力を育成 す る

ことが大切 であ ると考 えた。そ こで、「情報活 用能力 を培 い、 自立 した生 活者 を育成 す る指

導 内容 ・方法 の工夫」 を主題 に設 定 し、研究 を進 めた。

II研 究 の経過

5月

6月

7月

8月

9月

研究主題設定 ・研究方法の協議

研究内容 ・方法の協議

研究内容の協議 ・御岳合宿の準備

御岳合宿 ・研究授業の内容検討

授業指導案の検討

研究授業(新 宿山吹)

10月 研究報告書原稿 の検討

研究授業(八 王子高陵)

11月 研究報告書 原稿の読み合 わせ

研究授業(館 ・九段 。武蔵丘 ・竹台)

12月 最終原稿 の読 み合わせ

1月 研究 発表会 の準備

2月 研究発表会
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皿 研究の視点

1情 報活用能力 とその育成

情 報化社会 といわれ る現在 を生 きる私 たちは、各種 メデ ィアを発信源 と した様 々な情報 に

さらされて いる。 その量 は、時 に私 たちの処理能力 を超 えた もの とな り、適切 な処 理 や判 断

が で きず、情 報 に振 り回 されて しまいか ねない。また、 イ ンターネ ッ トや携帯電話 な どの新

たなメデ ィアの普及 によ り、生活様式 も急速 に変 わ りつつ ある。 この傾 向は、今後 、 ます ま

す多様化 し、拡 大 して い くもの と予想 され、社会生活の中 で情報を判断 し活用 で きる能 力 を

身 に付 ける ことが重要 な課題 となって いる。そ こで、学 校 にお いて は、生徒が誤 った情 報 や

不 要 な情報 に惑 わ され ることな く、本当 に必要 な情報 を取捨選択 し、 自 ら情報 を発 信 し得 る

能力 、 いわ ゆる情報活 用能力 を育成 す ることが必要不可 欠 とな ってい る。

この よ うな新 たな課題 を生 み出す情報化社 会の中で、その牽 引力 ともな って いるマ ル チ メ

デ ィアの利 用 は、教育 に はか り知 れない影響 を与 え るもの と考 え られ る。 まず、 ソフ トゥ ェ

アの開発 や進 歩 は、生徒 の個別 的な学習 を可能 に し、多彩 な教材 を提供 す ることが で きるよ

うにな り、生 徒 の学習 の在 り方 によ り多 くの可能性 がでて くるよ うにな るものと予想 される。

また、情報化 の進 展 に伴 い、各学校が学校外 の様 々な機関、組織、人 々 と連携 ・協 力 し、学

校単独 ではな し得 ない教育活動 を展開す るこ とが可能 となる。 さ らに、情報通信 ネ ッ トワー

クの普及 によ り、必要 な情報 を迅速 に入手 で き、 イ ンターネ ッ トなどの活用 によ りその範 囲

を世界 に広 げ ること も可能 となる。 このことは、生徒 の学習素材及 び興味 ・関心 を よ り広 く

よ り豊か にす ることにっ なが る もので ある。 しか し、個別学習の徹底 や コンピュー タによ る

疑 似体験 の増加 は、教 師 と生徒、 あるいは生徒同士 の人間関係の希 薄化 や実体験 の不 足 な ど

を引 き起 こす恐 れがあ ることを忘れて はな らな い。

情報活 用能力 の育成 とは具体 的に次 のよ うな ことであ る。 まず第一 にあげ られ ることは、

生徒 に情報 を選択 。整理 し、判断 し、処理 す る能力 を獲得 させ ると同時 に、新 しい情報 の創

造 や伝達 をす る能力 を獲得 させ ることであ る。 これは、社会 の情報化 の進展 に生徒 が主 体 的

に対応 して いけるよ うにな ることを目的 としてい る。第二 は、生徒 に情報化 が社会 と人 間 に

与 え る影響 を考え させ、理解 させ ることであ る。 これは情報 の もっ意 味の重 要性 を認 識 させ

る ことを 目的 と して いる。第三 は、生徒 に情報 に対す る責任 ある態度 を身 に付 けさせ る こ と

で ある。 これ は、情報の役割 と価値を正確 に認識 し、プ ライバ シーの保護や情報 セキュ リテ ィ

の確保 など情報 化社 会の基本的 なルールを遵守 させ るこ とを目的 と して い る。そ して最後 に、

生 徒 に情報科学 の基礎 とな る コンピュータを代表 とす る情報処理方法 の特徴 を理解 させ、 基

礎 的 な操作能力 を習得 させ る ことであ る。 これ は、情報 の発信源を操作す る基本 的 な能力 を

身 に付 ける ことを 目的 と して いる。

情報化 の進展 に伴 う人 間関係の希 薄化や実体験不 足への対処 にっ いて は、 メデ ィア はあ く

まで も人間を助 け る道具 であ り、行動 は自 らの意思 と責任 においてす る もので ある と い うこ

とを、生 徒 に十分 に理解 させ ることで回避 で きると思 われ る。

以上 によ り、情報活用能力 の育成 とは、情報化社会 に主体 的に対応 し、それを十分 に活用

で きる技能 を身 に付 けさせ ると同時 に、情報 の重要性 を理解 させ 、情報 に対 す る責任 感 を も

たせ るよ うにす ることと言 え る。
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2情 報活 用能 力の育成 と家庭科教育

(1)情 報 活用能力育成 におけ る家庭科 の視点

情報活 用能力 は、すべて の教科 ・科 目の指導 を通 じて育成す ることにな って い る。

家庭科教 育の視点 で これについて どう取 り組 むべ きか を考 えるには、他教科 にない家庭 科

の特質 を見っ め直す必要 があ る。家庭科 は生活 に密着 した教科 であ り、多様化 す る家庭 生活

や変化 す る社会情勢 の中で、絶 えず情報 を各側面 か ら総合的 に判断 し、生活者 と して あ るい

は家族 の一員、社会 の一員 、地球 の一員 と してよ りよい生 き方 がで きるための実践力 を身 に

付 け させ ると ころに大 きな特色 があ る。

社会 が著 しく変化す る状況下 で も、生活課題 に対処 で きる実践力 を身に付 けさせることが、

自立 した生活者 を育成 す る家庭科教育 に は重要 であ る。そのために は、教師 は家庭 や社 会 の

変 化 に も弾力的 に対応 で きる教 材を準備 して い く必要 があ る。そ して教 師が知識や結論 を一

方 的 に教え込 むので はな く、生徒が課題 を 自分 自身 の ことと して と らえ、 自分 の考 えを生 か

して主体的 に解 決 して いける力を育成す る教育が家庭科 教育 に求 め られて いる。特 に情 報 化

が進 展す る これか らの時代 を生 きる生徒が、健康で より豊か な生活を創造 していくためには、

情報 活用能力 を身に付 け、適切 な判断がで きる資質を養 うことが重要 な課題 となる。

このよ うな立場 か ら、家庭科教育 にお ける情報活用能力育成の視点を考え る と、入手 した

情報 を的確 に判 断 して、 いか に意思決定をす ることがで きるか とい う意思決定 の過程(プ ロ

セ ス)を 教 え る 「過程 の教育」 に重点をお き指導す ることが大切 となる。 これは消費者 教 育

の 目標 とも一致 す る。情報を適切 に判断 して責任 ある意思決定行動 をす る ことは、 自己 の生

活 の質を向上 させ るだ けで な く、社会へ働 きか けること もできる。っ ま り生活者(消 費者)

とい う立場 か ら自らが情報 の発信者 とな り、企業 や行政 に責任 ある経済行為 を促す行 動 を と

るこ とがで きるので ある。 そ うい う点 で、意思決定 は自己の生活を管理す る側面 と社 会参 加

の二 側面が あ り、情報 や行動 に対す る責任 まで意識 させ た指導の取 り組みが必要 であ る。

② 情報活用能力 の育成 と消費者教育

家庭科 の授業 で具体的 に情報活用能力 を育成す るには、「生活 の中での身近 な情報を収集 ・

選択 し、適切 な価値判 断 の下 に意思決定を し、評価 しなが ら実践へ と導 く」学習 が有効 であ

ると考 え る。 これを指導す るに当た って は、学校 にお ける消費者教育の先駆的役割 を果 た し

て いる と考 え られ るアメ リカ ・ノースダ コタ州 の消費者教育 カ リキュ ラムモ ジュールを分 析

して体系化 した、消費者教育 領域(消 費者行動 の五過程)・ 過程別能力 目標 に立 った指 導 内

容 が大変参考 とな る。.

消費者教育 の過程 は、調査 ・分析 の過程、価値判断 の過程 、意思決定 の過程、行動 の過程、

行動 アセス メ ン トの過程 に分類 して考え る ことができる。消費者教育を行 う場合 、 この過 程

情 報 ニ ー ズ

情報の質

情報処理 匝
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に応 じた 目標 を定 めて指導す る必要 があ る。 まず調査 ・分析過程 において は、情報収集 能 力

つま り情報手段 を活 用す るための知識 や技能 が必要 であ る。例 えば、必要 な情報 や正確 な情

報 を数 多 く収集す るた あには、 ど うすれ ば情報が手 に入 るか情報へ のアクセスを知 らせた り、

「5WlH」(日 時 ・場所 ・人 ・対 象 ・目的 ・方法)を 手がか りにさせ ることに よ り、学 習者

が自 ら積 極的 に情報 を収集で きる能力を培 う必要 がある。次 に価値判断 の過 程や意思決 定 の

過程 にお いて は、集 めた情報の選 択、整理、処理能力が必要 とされる と同時 に、 自己の価値

観 を明確 にす る必然性 が生 じて くる。っ ま り、収集 した情報を有効 に活用 で きるよ う基準 を

決 あ、分類 ・整理 で きるよ うにす るためには、 自分 にとって何が重要 なのか、人間 らしい豊

か さとは何か 、次世 代の生活を どの よ うに考え るか、生活者の権利 ・義務 ・責 任 とは何 か な

どにっ いて の価値作 りがで き、必要 な価値を選べ る能力を培 う必要が ある。 さらに適切 な選

択 ・判 断をす るために は、必要 な価値の優先順 位が決定で きる能力が必要 となる。このたあ、

社会 的、文化的 、経済 的視点 か ら価値 その ものを深 く探 ることがで きた り、短期 ・長 期 の生

活へ の影響 を評価 で きた りす る能力 を育成 してい く指導 も必 要 とな って くる。そ して行動 の

過 程 や行動 アセスメ ン トの過程 において は、 自己の価値判 断の実現 と同時 に行動 に対 す る責

任 とい った もの も必要 とされ る。以上 よ り、消費者教育 の過程(プ ロセス)を 家庭科 にお い

て育成 した い情報 活用能力 と考 えた。

これ までの情報 教育 は、主 に情報手段 の活用 に 目が向け られ、 コ ンピュータを中心 と した

マル チメデ ィァの導入 やそれへ の対応 が主流 であ った。 しか し、現実 に はそれ を活用 す る に

当た って は、情報 の選択 ・整理や処理能力 を支 え る価値観 や判 断力 の育成 が最 も重要 で あ る

と考 え る。 そ してそれ に加え、情報化社会 の基本的 なルールを作 り守 るため には、情報 や行

動 に対 す る責任感 の育 成 も大 きな問題 である と言 え る。

(3)イ ンターネ ッ トと家庭 科教育

高度情報通 信社会 の中にあ って、学校教育 にお いて もイ ンターネ ッ トに代 表 され る情 報通

信 ネ ッ トワークの活用 を進 めてい くことが求 め られて いる。 そ こで、家庭科 の授 業 での イ ン

ターネ ッ トの活 用法 について検討 してみた。

第一 は、情報 収集手段 としての活用 であ る。例 えば、WWWを 使 った情報検索 がで きる。

世 界中 のWWWサ ーバ上 には多種多様 な情報 があ り、 この情報 をキ ーワー ドや分類項 目を利

用 して検索 す ることが で きる。 また、商用 デー タベー スの利 用、 ア ンケー ト調査等 も可能 で

あ る。第二 は、情報発信手段 としての活用 であ る。例 えば、 ホームプ ロ ジェ ク トや レポー ト

等 、生徒 の作品 を広 く公開す る ことがで きる。発信 した情報 に対 す る受 け手側 の感想 や評 価

等 が得 られれば、生 徒 に とって も大 きな励 みにな ると考 え る。第三 は、情報交換手段 と して

の活用で あ る。 例えば、「高齢者福祉」等 につ いて、複数 校で討 論 や電子 メ ール を利 用 した

コ ミsニ ケー シ ョンが可 能 となる。 このよ うな活動 を通 して、情報 にア クセスす るため の新

しい技 術の習得 や、活 動の成果 を具体的 に表現 し正確 に伝 え られ る能力 や発信す る情報 に対

す る責任 感等 の育成 が期待 で きる。

しか し、授業 とい う限 られた時間の中で イ ンターネ ッ トを活用す るたあ には、生徒 が利 用

で きる端末 及 びイ ンターネ ッ トアクセス回線数 の増加、短時間 での情報入 手を可能 とす る イ

ンター ネ ッ トの高速化 や情報 提供サ ーバの処理能力 の向上 が課題 とな る。
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家庭科における消費者教育領域 ・過程別目標

消費者教育の過程 調査 。分析過程 価値判断過程 意思決定過程 行 動 過 程 行動 アセスメント過程

目 標 ・問題 の発見 と確 認が ・価魑判 断の基 になる ・必要 な価値 の優先順 ・選択 した価値 を実現 ・消費者行動 を行った

できる 価値作 りができる 位が決定できる するための消 費者 行 直後の生活の変化が
・解決 に必要 な情報 の ・必要な価値が選べる ・最優先す るものの質 動ができる 測定できる

奴集 と整理ができる 的量的選択がで きる ・消費者行動 が将来 に

消費者教育の もた らす影 響 にっ い

領域と項目 ての予想ができる

領 項 目

・人聞が人間 らしく生 ・生活の価 値を決める ・それぞれ の価値基準 ・必要 な能力 の実現 に ・諸能力の獲得 ・習得

家 社会的自己実現 きてい くた めに必 要 要素(健 康 、平和、 によってどんな能力 ・ 努力する による生 活の 変化 が

庭 な社 会的 ・文 化的 ・ 富み)の 意味 や その 価値を開発 してい く ・それ ぞれが 目指 す文 測定できる

生 経済 的な能力、 価値 内容がわかる のかが決め られる 化的 ・社 会的 ・経済 ・将来の生活 の変化 も

1

活

の
文化的自己実現

とは伺かを認識する

・価値作 り(能 力 の開

・生活 の必要 を満 たす

価値が何で あるかが

・最優先す る価値の選

択ができる

的価値作 りの ため に

行動する

予想 できる(個 人 ・

家族 を中心 に した も

価 発)に 必要な情報を わかる の)

値 収集したり調査を行

形 経済的自己実現 い 、 そ の デ ー タ の 分

成 析 ・整理ができる

・自分や家族の発達 を ・自分の家族の望 まし ・自分や家族の消費生 ・生活経営の計画が で ・生活経営の変化が測

消費者としての個人 知 るデー タの収 集 と い発達には どんな価 活に必要な価値(生 きる 定できる
個

人
整理がで きる 値が必要か、 その分 活環境の要素)の 優 ・個人や家族の消費生 ・自分や家族 の消費者

● 消費者としての家族
・自分の家族 に発生 し 類がで きる 先順位が決定できる 活に重要な価値的要 意識や生活観の変化

家
た消費者問題の調査 ・自分 や家族 を中心 と ・最優先す るものの価 素(節 約、貯蓄、 投 が測定で きる。 ま た

皿 と分折がで きる した健康安 全、 平和 値が個人や家族の間 資、 借金など)の 計 地域社会への生活の
族

と

生活設計と消費生活 などの価値理解 がで で決定できる 画 ・設計ができる 影響 も予測できる

きる
消

費
生活経営と消費者活動

時間と空間
・家庭 生活の経営に必 ・個人や家族に とって ・生活経営に必要な生 ・経済生活に必要な社 ・生 活経 営にかかわ る

要な生活財の分類が 必要な価値(生 活財 活財の機能 を知 って 会的機能(法 律 、 行 消費者問題の変化の

生 人的資源 できる と して)の 分類 で き 選択できる 政機関、 公共 サ ー ビ 測定ができる

活 物的資源 。必要 な生活財につい る ・必要 な生 活財 の質的 スな ど)の 活用 がで ・公共 サー ビスの活用

財 金銭
ての情報 を収 集 ・分 ・望ま しい生活経営に 量的価値の評価がで きる 状況が評価できる

と 析 して、資 源 と して 必要な生活環境の指 きる ・社会施設 の利用 、地 ・選択 した生活財が生
皿
家
消費者行政と法律 の質 的 ・量的 実情 が 標化ができる 域の文化活動や社会 活経営に与える影響

庭 消費者情報 理解できる 奉仕ができる の調査 ・評 価が で き

生
公共サー ビス

・消費者組織活動への る

活 参加ができる ・生活財購 入後の評価

苦情処理
と問題の処 理が で き

る

・消費生活活動 の課題 ・消費生活 活動 を規 定 ・購買計画 とその優先 ・商品の効果的な使用 ・ ・消費生活 活動の動向

消 計画と意思決定
が認識で きる する価値の分類がで 順位が決定できる 管理ができる 調査ができる

費

生

選択と購入
・消費者問題解決の試

案が立て られ る

きる

。消費生活活動 と して

・消費者問題を解決 し

てい く順位 と、 行動

・製作(創 作、更生 も

含む)、 実習、商品 テ

・消費者問題 を解決す

るために行 った実践

活
使用 ・管理 とその評価 ・問題解決に必要なデー それに関連する価値 の決定ができる ス トによ って生 活財 活動の総合的な評価

ry 活 実験 ・実習
タの収集 と分析 がで を結 び付 け るこ とが の価億的要素を確認 がで きる(反 省 と今

動 製作(創作、更生も含む)
きる できる したり生活 財 と して 後の展望も含む)

の価値を高 め る こと
の

実

プ ロ ジ ェ ク ト ができる

践
・消費生活活動の実践

によって消 費者 問題

の課題研究ができる

「家庭科教育』1994年7月 一家庭科における消費者教育一より

以上 の ことか ら、今年度 の研究員 は情報 を収集 し、選択 ・整理 ・処理 し、意思決定 をす る

過程 の学 習を通 して、現在 の生活 や社会状況 にっいて考 え、意 欲 的 ・創造的 に生活 で きる力

を育成す る指導内容 ・方法 につ いて研究 を進 めた。
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IV「 食生活」 の指導 事例

1「 食生活」 における情報 活用能力の育成

食事 は体を作 り、健康 の基本 であ り、毎 日欠 かせない ものであ る。 しか し、 その ことを意

識せ ず に食べて いる生徒 が多 い。例 えば、 テ レビで カ ップ麺 な ど新商 品が宣伝 され るとす ぐ

に飛 び付 き、雰囲気 や フ ァッシ ョンで食物 を選択 す る。 また、容姿 が気 にな る年頃 であ りダ

イエ ッ トの ために安易 に欠食 や節 食を行 って いる。

現 在、私 たちの回 りには膨大な量の生 活情報 が氾濫 して いるが、情報 に踊 らされ るこ とな

く、主体的 に情報 と向 き合 い、その質を見極 め、正 しく判 断 ・分析で きる能力 の育成 が食 生

活 にお いて も望 まれ る。 また、豊かで健康 な生活 を営む たあには、様 々な価値観 が ある中 で

自分 の価値観 や生活 スタイルを確立す る ことが重要で ある。 そこで、栄養 、食 品の選択 と購

入 、献立 と調理 、食 品衛生等 の学習 を通 して、 日常生活 に必要 な技術 と知識 を習得 させ るだ

けで な く、情報活 用能力 につ いて も身 に付 く事例 を考 えてみ た。

具体的 に は、 コ ンピュー タを用 いて栄養価計算 を行 い、健康 な生活 にっいて考え る事例 、

新 しい食 品 にっ いて様 々な情報 を基 に価値判断 し、消費者 の在 り方 にっいて考 え る事例 、他

者 の行動 や体験を 自分 のそれ と比較 ・検討 す ることによ り、理想 とす る食 生活 にっ いて考 え

る事例 、米を テーマに調査 ・研究 ・発表 を行 い、討論 に発展 させ る事例を考え た。 これ らの

事例 を通 して、情報 を収集 し、情報 の質 を分析 ・判断 して活 用す る能力を培 うことを試みた。

2「 食生 活」の指 導計画(34時 間)

指 導 項 目 時間 指 導 内 容 情報活用

1食 事 と栄養

(1}栄養素 の特徴 4 ・栄 養 素 の働 き を 知 る こ と に よ り、

正 しい食生活 をす ることの重要性

を理 解 させ る。

②栄養所要量と食品群による 4 ・1日 に摂取 すべ き栄養所要 量を知 食品の模型

摂取量のめやす らせ、 どんな食品を どの くらい摂

取 した らよいか のめやすを理解 さ

せ る 。

・パ ソ コ ンに よ る栄 養 診 断 栄養計算ソ

〔事 例1〕 フ ト

(3>食晶 の種類 と特徴 2 ・様 々な食品 の もっ栄養上 、調理上

の特性 にっ いて理解 させ る。

(4)献立 作 り 2 ・食 事 計 画 を立 て 、実 行 させ る。 料理の本

〔事例3〕

⑤調理 実習 ・実験 12 ・教科書 に準 じた実 習 ・実験

糖度測定、食品添加物の検出等

⑥食品の衛生 2 ・食品の衛生 お よび管理 につ いて理 新 聞 、 二-
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解 させ る。 一 ス

2現 代 の食生活 の現状 と課題

(1)食 品 の 安 全 2 ・食 品添加物 や残留農薬 、輸入食 品 加工食品の

の実態 を知 る ことによ り安全性 に 表示

っ い て考 え させ る。 ビデ オ

(2)食料 自給 率の低下 2 ・我国 の食料輸入 の実態を知 る こと 「そ れ で も

に よ り、 農 業 、 水 産 業 、 畜 産 業 の あな たは食

置 かれて いる状況 にっ いて考 え さ べますか」

せ る。 「平成食卓

(3)食生活 の多様 化 2 ・加工食品、外食産業が増大 し、食 考 」

生活が多様化する中で機能性食品 「食 べ物の

や健康食品 などの新 しい食品 に対 本 当の色J

して、消費者 と しての対応を考 え

させ る。 〔事 例2〕

(4)食文化 の継承 と創造 2 ・自然環境 や社会環境 と関連 させ な

が ら、 日本 の食文化 の成 り立 ちや

特徴 を理解 させ る。 〔事例4〕

3指 導事例1栄 養パ ソ コンソフ トを使 った栄養診断

(1)題 材設定 の理 由

情報化 の中心 となるコ ンピュー タ等 の情報機器 を活用す る能力 を育成す ることは、情報 を

迅 速 に整理 し、選択 す る上 で必要 であ る。 そ こで、食生活 の領域 で コンピュー タの活用 を考

えた。家庭科 の中で も食生活 は比較的 コンピュータ導入 による学習効果 が期待 で きる領域 で

あ る。 自分 の食事 や生 活活動を コ ンピュータに入力す ることによ り、摂取 エネルギ ー、栄 養

バ ラ ンス、消費 エ ネルギ ーが瞬時 に提示 され、 自己評価 も確実 にで きる利点 があ る。手作 業

で費 や して いた時 間を、考 察 に使え るので、 コ ンピュータの活用 は有効で ある。

② 学 習 目標

ア 自分の1日 の食事 を入力 して、栄養 のバ ラ ンスが とれて いるか どうかを診断す る。

イ1日 の行動 を コンピュータに入力 して、消 費エ ネルギー と摂取 エ ネルギ ーのバ ランスが

とれて いるか ど うかを診 断す る。
ロ

ウ コ ン ピュ ー タか ら打 ち 出 され た総 合 判 定 を見 て 、 自分 の生 活 の 問題 点 を 認 識 し、 健 康 で

過 ごす た め に は、 自分 の生 活 を ど う改 善 して い った らよ い か を考 え る。

エ コ ン ピュ ー タ に親 しみ 、 生 活 の 中 で活 用 で き る力 を身 に付 け る
。

(3)事 前 準 備 ア 事 前 に食 事 記 録 、生 活 活 動 記 録 を記 入 させ て お く。

イ デ ー タデ ィス ク、 プ ロ グ ラム デ ィス ク、 ワー ク シー ト、 の り、 は さ み を 配

布 して お く。

(4)対 象2年1組38名(男 子17名 、 女 子21名)
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⑤ 授業 の展 開(2時 間)

区
分

導

入

10

展

開

7a

分

ま

と

め

20

学 習 活 動

○本 時の学習内容 を確認す る。

○ ワー ク シー トに記名す る。

○生 活活動強度 にっいて理解 す る。

○基礎 データを入力 す る。

○ プ リン トア ウ トす る。

○食事記録 を入力す る。

○ プ リ ン トア ウ トす る 。

○ 行 動 記 録 を 入 力 す る。

○ プ リ ン トア ウ トす る 。

04人 連 続 で プ リ ン トア ウ トされ た用 紙

を切 り分 け、 ワ ー ク シー トに貼 る 。

○ 考 察 を記 入 す る。

○ ワー ク シ ー トを 完 成 し、 提 出 す る 。

指 導 上 の 留 意 点

・学習 目標 を画面 に出す

・生活活動強度 にっいて教科 書 を使 って説

明す る。

・入力 の仕方 を助言 す る。

・栄養診断入力説明文 を読 み、再度学習 目

標 のアを確認 させ る。

。活動係数一覧表 の画面 を読 み、活動項 目

とエネルギー消費 の 強弱 を確 認 させ る。

・運動診断説明文 を読 み、再 度学習 目標 の

イを確認 させ る。

・総合判定 、ア ドバイ スプ ログ ラムを選択

させ るが、総合判定 のみ印刷 させ、 コ ン

ピュー タの操作 を終 了 させ る。

・不足 して いる栄養素 を補 うた めには、 ど

のよ うな食品 を摂 れば よいのか成分表 で

調 べ る。

・生徒 の記入 の様子 を見 て回 り、適切 に ア

ドバ イスす る。

・記入 が間 に合 わない生徒 に も、栄養 バ ラ

ンスの考察だ けは書 かせ る。

⑥ 評価 の観点

ア デー タが正確 に入力 されたか。(食 品、分量 、生 活活動 内容)

イ 自己の栄養摂取 量や栄養バ ランスにつ いて 、正確 に考察 されてい るか。

ウ 消費 エネルギー と摂 取 エネルギーの関係及 び生活活動 と消費 エネルギ ーの関係 にっ いて

理解 で きたか。そ の ことにっ いて正確 に考察 されてい るか。

工 健康 で過 ごす た めに、改善点 が理解 で きたか。

(7)考 察

ア 生徒 は入力 に手間取 ったので、時間 が足 りな くな ると思 い、終 わ りの部分を急 いだ。 そ
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の 結 果 、 部 分 的 に プ リ ン トア ウ トさ

れ な い生 徒 が 出 て しま っ た。 コ ン ピ

ュ ー タ操 作 で 、 ポ イ ン トと な る と こ

ろ は ゆ っ く り と、確 実 に伝 達 す べ き

で あ った 。特 に 、最 後 の 総 合 判 定 が

印 刷 さ れ な い生 徒 が いて 残 念 で あ っ

た。 総 合 判 定 の 印 刷 の と ころ ま で は

全 員 が で き る よ う配 慮 す べ きで あ っ

た。

イ 自 己 の 栄 養 摂 取 や 栄 養 バ ラ ン ス に

つ い て は、 バ ラ ンス レー ダー チ ャー

トや円 グラフ、棒 グラフによ り過不 噸 灘

足 が一 目で分か り、生徒 も考察 しやすか った。

ウ 生徒 の考察 は、記入す る時間の不 足や教 師の説 明不足 もあ って不十 分で あった。出て き

た結果 の読 み取 り方 にっいて、画面上 の説明だ けでな く、 白板等 を使 って、 もう少 して い

ね いに説 明す べ きであ った。

工 食 事、生活活動 に対 す る総合判定が得点化(100点 満点)さ れ、80点 以 上 は合 格 、80～

60点 は要注意 、60点 以下 は直 ちに生活を改善す るよ う説明す ると、生徒 は歓声 を上 げて反

応 して いた。 自己の生活 状況を客観的 ・視覚的 に見 るとい う点 で、生徒 の意欲 ・関心 は高

か った。 この意欲 を家庭 科 の他の領域 の授業 に も取 り入れて いきた い。

オ 本校 は、今年度 、校 内研修改善推進校 であ り、「コンピュー タを活 用 した指導法 の開発 」

を テーマに、 コ ンピュータ委員会を教員 の校内組織 と して設置 し、研修 の充実 を図 って い

る。 そ こで、 この授 業を計画 した。2名 の コンピュー タ委員 に生徒 の コンピュータ操作 の

サ ポー トを して もらい、 テ ィームテ ィーチ ングの形態 を とったので、私 は教科指 導 に専 念

す ることを心掛 けた。 この授業 の終 わ りに コンピュータ学習 に対す るア ンケー ト調査を行 っ

たが、大部分 の生徒 は 「自分 の食事 や生活活動量 にっ いて理解 が深 ま った」 と答えてお り、

コ ンピュー タ教材 による授業 を望 んでい る。

今後、多 くの教科 で コ ンピュー タを活用 した学習 を導入 してい くに は、 コ ンピュー タ操

作 に関す るガイ ダ ンスを ま とめて実施す る必要 があ る。

4指 導事例2食 品の多様化 と消費者 の態度 一新 しい食 品の選択 一

(1)題 材設定 の理 由

生 活が多様化 ・多忙 化す るに伴 い、調理 や食事 にか け る時 間が少 な くな り、調 理済食 品 の

利 用や外食 の機 会が増 えて いる こともあ って、食事 の外食化 ・商品化 の進展 が著 しい。 特 に

近年 、健康 ブー ムの流 れ にの り、食品業界 ではハ イテ ク技術 を導入 し、次 々 と機能性食 品 や

バ ラ ンス栄養食 品な ど新 しい食品 を開発 ・販売 してい る。

しか し、消費者 に対 す る情報 の中には、商品 のメ リッ トだけを強調 す るな ど誇大 な表現 や

誤 解を招 く情報 も多 い。誤 った情報判断 によ って、健康面 に悪影響 を及 ぼす場 合 もあるの で
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消費者 は与え られた情報 を鵜呑 みにせず、科学的知識 に基づ いた正 しい価値判 断 によって行

動 で きる力を身 に付 けていかなければな らない。

そ こで、新 しい食品 にっいて、調査 ・分析 し、 その特徴や問題点 を明 らかに しなが ら価 値

判断 をす る学習を通 して、情報活用能力 を育成す る ことや消費者 として の責任 あ る消費行 動

等 によ り、企業 や行政 に働 き掛 け ることがで きる ことの認識が深 め られ るよ うに、 この題 材

を設定 した。

(2>学 習 目標

ア 健康 食品 ・機 能性食品 ・特定保健用食品 の特徴 を理解 させ る。

イ 健康指 向食品 などの特徴 や問題点 を情報か ら調査 ・分析 し、価値判 断で きる力 を培 う。

ウ 様 々な情報 や視点 か ら新 しい食品 に対す る消費者 としての在 り方 を考 え させ る。

(3)事 前準備

ア

イ

ウ

エ

事前 に ア ンケー ト調査 を し、生徒 の食生活 の実態 を把握 してお く。

事前 に身近 に食 べてい る機能性食 品やバ ランス栄養食品 を集 め させてお く。

集 め た食品 や資料 か ら情報 を分 析 し、考察 で きるワークシー トを作成 して お く。

本 や雑 誌、新聞 、官 公庁や企業 側か らの資料 を集 あ、価値判 断で きる参考資料 を作 成 し

て お く。

(4)対 象2年7組42名(男 子19名 、女 子23名)

㈲ 授 業 の 展 開(2時 間)

区
分 学 習 活 動 指 導 上 の留 意 点 備 考

導 ○本時 の学 習 目標を知 る。 本時 の目標を確認 させ る。

医薬品や健康食品と機能性食品の ワ ー ク シー トに記 入 させ 、 整 理 ワ ー ク シ ー ト

入
違 いを知 り、特徴を学習す る。 さ せ る。 (個 人提 出用)

2a 特定保健用食品について学習す る。

○ グループにな り、集 めた機能性食

品やバ ランス栄養食 品の成分 を調 調 べた結果 を記入 で きるワー ク ワ ー ク シ ー ト

べ 、 バ ラ ン ス シ ー トを 作 成 す る 。 シ ー トと電 卓 を配 布 す る。 (グ ル ー プ 学

展 ○ ミネ ラルバ ラ ンス や脂肪 エネルギー 企 業 側 か らの リー フ レ ッ トや 教 習用)

比率 も計算 し、栄 養バ ラ ンスにっ 師が集 めた食 品か ら作成 した参 プ リ ン ト

いて診断す る。 考資料 も配布 す る。 (グ ル ー プ で

○調 べ た食品 の特徴 や問題点 にっ い ミネ ラルバ ラ ンス、脂 肪 エ ネ ル 1枚)

開 て ま とめ る。 ギー比率 の計算方法、栄養評価

○ ど うい う時 に その食品を食べ た ら の仕方を説明す る。

よ い か 、 そ の 食 品 を 食 べ る と き、

どんな食品を一緒 に食べれ ばよ り

3a よいかな ど気付 いた点 につ いてま
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1と め る・
○ 発表の準備 をす る。

グループで発表す る食品 を指定

す る。
1

(休 憩)

展 ○調査結 果を グループ ごとに発表す 銘 柄 名 、バ ラ ン ス シー ト、不 足 グループ学習

る 。 す る栄養素 、過剰 す ぎる栄 養素 用 ワ ー ク シ ー
開
○参考 になる発表結果 を ワー クシー ミネ ラル バ ラ ン ス、脂 肪 エ ネ ル トに記入

20 トに記 録 す る。 ギ ー比 率 を 板書 させ る。

○ 発表内容 や参考 資料 によ り、健康 参考 資料 を配布 し読 ませ る。 プ リ ン ト

指向食品などに対する消費者の在 危害情報で健康食品に問題が多

り方 を 考 察 し、 ワー ク シ ー トにま い例や栄 養の過剰摂取 、合成 ビ 個人提出用ワ

ま と め る 。 タ ミ ンの 問 題 に触 れ る。 一 ク シ ー トに

健康づ くりの基本 は、毎 日の食 記入

と 事 を充実 させ る ことで あ り、健

康指向食品を利用する場合はそ

の必要性を知 って、 あ くまで食

め
事の補助 と して利用す るよ う指

一

○本 時 で学 んだ ことに対 す る感想 を 導 す る。

30 ま と め る 。 また、消費者が責任 ある選択要

求をす ることによ り生産者 に責

任 ある行為を促す ことが でき る

こ とに気 付 か せ る。

(6)評 価 の観点

ア 健康食品 ・機能性 食品 ・特定保健用食品 につ いて理解 できたか。

イ 情 報 を調査 、分析 し、価値判 断す る ことがで きたか。

ウ 新 しい食品 に対 す る消費者 と して の姿勢を培 うこ とが できたか。

(7)考 察

ア 事前 ア ンケー ト調 査結 果か ら

バ ランス栄養食 品な どの健康指向食品 の利用 につ いて は、9割 以上 の生徒 は食べ た経 験

が ある と答 え、その中で も2割 の生徒 はよ く食べ ている と答 えていた。その利 用 の仕方 は

おやっ代 わ りに食 べて いる場合が最 も多 いが、次 に多か った2割 近 くの生徒 は食事代 わ り

に利用 して いた。授 業後の感想を読 む と、漠然 と健康 に良 い と考 え、何 も考 えず に栄 養成

分 も見 ないで購 入 して い る生徒 が多 い ことが分 か った。授業 で この題材 を取 り上 げた こ と

で、 自分 の食生 活の見直 し、消費者 と しての購入時 の価値判断 にっいて考 え る機会 を与 え

る ことがで きた もの と考 える。生徒 は普段何気 な く食 べていなが らも気 にな って いた食品

だ けに、授業 への取 り組 み方 は積極的 で、強 い興味 を もちなが ら楽 し く学 習 して いた。生

徒の実態 を把握 して、生徒 の生活 に密着 した題材 を取 り上 げる ことの大切 さを認識 した。
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イ 情 報 の調査分析

栄 養成分 か らバ ラ ンス シー トを作成 させ たこと、一食 に対 しての栄養所要量 の適 正範 囲

を明示 し、評価基準 を決 め○△ ×で評価 させた ことにより、生徒 は分析、考察 が しやす く

な った。情報 を価値判 断す るためには、正 しい知識 に基づ く情報 の整理 ・分析 が重要 で あ

ることの認識 を深 あた。

ウ 消費者 と しての姿勢

教師 が知識 を一 方的 に与 える授業展開 ではな く、生徒 にいろいろな情報 を与え、生 徒 自

ら分析 ・考 察 させ ることによ り、望 ま しい消費者 としての姿勢 や消費者 の在 り方 を考 え さ

せ た ところ、 ほ とんどの生徒 は教 師が期待 していた結論 を導 き出 して いた。

自分 の価値判断 に基 づ き、 自ら納得 し考察 したため、生徒 の ワー クシー トの記入 内容 は

一方的 に与 え られ る知識 や情報 よ り重 みがあ り、生徒 の理解 を深 め ることがで きた と感 じ

る。 また、 この ことよ り情報 を価値判 断で きる力 を養 えた もの と考 えて いる。

⑧ 生徒 の感想(ワ ー クシー トよ り抜粋)

ア 健康 に良 い と思 っていた けれ ど、栄 養バ ラ ンスはあ まり良 くな く、必要以上 に摂 取 して

しま う栄養素 があ るか ら、食事 と して はふ さわ しくないことが分か った。 これな らば、 三

食 しっか り普通 に食 べ る方 が良 いと思 う。

イ 今 回の授業 は とて も役 に立 つ授業 だ った。鉄 、 ビタ ミンA、D、Eの 比率 に は ビック リ

した。 エネルギーがそれ ほど多 くな いか らといって、安心 してバ クバ ク食 べ るの は非常 に

良 くないと思 った。

ウ これか ら先 も機 能性 食品を食べ ることがあるだ ろ うけれど、成分 を良 くみて 自分 に あ っ

た物 を買 うよ うに したい。
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5指 導事例3視 点を変えて調理 した結果の比較 検討

(1)題 材設定 の理 由

情報 活用能力 を身 に付 けるためには、情報を収 集 し、選 択 ・判断 し、行動す る とい う経験

を多 く積 む ことが重要で ある。 しか し、人間がで きる行動や経 験 には限界が あ り、すべて の

ことに対 して十 分な経験をす る ことは不可能で ある。経験以上の能力を身 に付 け る方法 と し

て、他者 の行動 や経験 を 自分 のそれ と比較 ・検討す る ことによ り、理想的 な活動 を導 き出す

とい う方法 があ る。 ある点 を重視す る立場 で行 った調理実習を他 の点 を重視す る立場 で行 っ

た もの と比較 ・検討 す るこ とは、 これ までの学習の成果を基 に、 これか らの食生活 の ス タイ

ルを考 え させ るため に有意義 であると考え、 この題材を設定 した。

(2)学 習 目標

ア 異 なる視点 を重視 した調理を比較 し、 その利点や問題点を考察す る。

イ 理 想 的な食生 活の スタイルを考え る。

ウ 自分 の今後 の食生 活 のスタイルを予想す る。

(3)事 前学習及 び準 備

ア 献 立 の作 成

主 菜 もし くは主 食 に鶏 肉を用 いるとい う条件 で、5っ の班が下記 の5っ の視点 の1っ を

選 んで 、異 な る視 点か ら献立作成 を行 った。

(ア)健 康 を第一 に考 え る家庭を想定 し、食事 の適量 の摂取や栄養 のバ ランスを重視す る。

(イ)共 働 き家庭 を想 定 し、調理 の手間 の軽減 や時間 の短縮を重視す る。

(ウ)経 済 的負担 の大 きい家庭を想定 し、 よ り安価 で経済的 にす る ことを重視 す る。

W食 生活 の安 全性 を考 え、残留農薬 や不要 な食品添加物 を極力抑 え ることを重視す る。

㈲ 食生活 を楽 しむ家庭 を想定 し、 こだわ った食材選 びや調理方法 の工夫 を重視す る。

イ 調 理実習

作 成 された献立 に合 わせ て食材 を購入 し、調理実習 を行 った。その際、盛 り付 け られ た

献立 の写真撮影 を した。

ウ 実習報告書 の作成

調 理実習時 に作 った献立 とその時かか った費用 、時間 、満足度 な どを記入 し、栄養 バ ラ

ンスチ ャー トと盛 り付 けた写真を添 え る。 また、献立作成 に当 た って活用 した情報 や献 立

決定 までの過程 を記 入す る。

(4)対 象2年4組22名(男 子9名 、女子13名)

(5)授 業の展開(2時 間)

区
分

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 備 考

導 ○本時の目標の確認 本時の作業及び実習報告書の書き 実習報告 書 ・写真

方等 を説明す る。 バ ラ ン ス チ ャ ー ト

入 ○実習報告書の完成 報告 書 の作成を通 して、実習結果 配布

を整 理 し、班 が重 視 したポイ ン ト

25 を見 直す。
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○実習結果の発表 報告書 に基 づ いて発表す る。 班の一人が発表

展 ○ 自班 と他班 との比較
F長期的視点

・短期的視点 班 の別の生徒が発

開
自班が優 れている点 と問題

となる点 とを整理 し、指摘

部分的視点 ・全体的視点

現 実的視点 ・理想的視点

表

25 す る 。 などの角度か ら比較 させ る。

(休 憩)

展
○他班 に対 す る指摘

異 な る視点 か らさ らに問題

自班の視点を重視 した上で他班の

問題点を指摘 させ る。

班の別の生徒が質

問

開
点 を掘 り下 げ る。

○指摘 された点 の弁 明 指摘された点の解決方法を考える

20
他班の指摘に対する回答を に 当 た って は、 あ くま で も 自班 の 班の別の生徒が発

す る 。 視点 を尊重 させ る。 表

ま
○理想 的 な食 のス タイルを決 自班 の視点 に、他班 のどんな発想 班員の意見を整理

定 す る。 を取 り入 れ ると理想的 にな るか と

と い う形 で整 理 させ る。

め ○ 自分 の食の スタイルを予想 これまでの討論 を参考 に して、 自 作文用紙

30
す る 。 分 が食 につ いて何 に こだわ りたい

か 、 予 想 させ る。

⑥ 評 価 の観点

ア あ る視点 を重視 す ることによ って生 じる

利点 と問題点 にっ いて整理 で きたか。

イ あ る視点 を重視 し過 ぎるよ りも、他 の も

のをそれ に組 み入 れた方 がよ り理想 的 にな

る ことが理解 で きたか 。

ウ 得 られ た情報を整理 して、自分 の食 生活

のス タイルとい うものを予想 で きたか。

(7)考 察

ア 自班 の重視す る視点 に対 しての詰 めの甘

さが見 られ る班が あ った。献立作成段 階 で

の指導 を もっと充実 させる必要性を感 じた。

イ 撮影 を した写真 を焼 き増 しして実習報 告

書 に添付 した ことによ り、実物 に近 い形 で

比較 が で き、議論 がよ り活発 にな った。

ウ 実 習結果 を比較す るに は多少情報 の不 足

が感 じられた。実習報告書 に用いた食材 を

細 か く記入 させ た り、摂取 した食 品添加物

な どを記入 させ る必要性 があ った。

実 習

:2年4組

巌その献立 に決定 した理由

矯 ㌔鵠 、喧 くゴ:,

費 用:

(鞭 。り36i円 円、

時 懇:鋸 分

満足度:

評 価:
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工 議論 の際 に、 自班 の視点 にあ くまで も

こだわ らせ る とい う姿勢 を一貫 させ た こ

とによ り、逆 にいろい ろな視点 を取 り入

うことを理解 しやす くした もの と思 わ 嬢 鎌
.

ら考 えな くて はいけない と実感 した生徒 が多か った。何を食べ るかを決 ある際 に は、 ただ空

腹 を満 たせば いい とい うもので はない とい うことに気付 いた生徒 が多数 いた。また、将来、

独立 して生活を送 る際 、 きちん とした食生活 が送 れ るのか不安 にな った り、 同時 に毎 日そ れ

を きちん と して くれて い る親(特 に母親)の 偉大 さを実感 した りした とい う生 徒の感想 が 印

象 に残 った。

6指 導 事例4米 をテーマに した発表 ・討論学習

(1)題 材設 定の理 由

食生活 が欧米化 し、高 たんぱ く質 ・高脂質食 にな った ことによ り、栄養 のバ ラ ンス等 か ら

日本型食生 活の良 さが再認識 されて久 しい。 しか し、農業人 口の激減、減反 の増加 、米 の一

部輸入 自由化等か ら、 日本 の農業 は危機 に直面 している。 さ らに、 日本 の食料 自給率 は先 進

国 の中で最 下位で あ り、安全 な食料 を常 に得 る ことが難 しくな っている。 日本 の主 食で あ る

米 にっいて しっか りした考 えを もっ必要 がある。 そ こで、安全 な食生活 を守 るため に米作 り

の意義 を見直 し、環境 を破壊 せず後世 に残す たあに も、 自分 は何 をなす べ きか、何 がで きる

かを考 えて実践す る ことが必要 である と考 え、 この題材 を設定 した。

② 学習 目標

ア 米 に関す る個人 ・グループ調査 を通 して、情報 を収集 ・整理す る能力 を養 う。

イ 米 問題 の研究発表 、討論 を行 うことによ り、情報を判断 ・分析 し、活用 す る力 を養 うと

と もに、食生 活 に対す る自分 自身 の考えを明確 にす る。

ウ 安全性 、環 境保全 の上 に立 った食生活を実践す る力を育成す る。

(3)事 前学 習

ア 「安 全性 の高 い米 を安定 して得 るには」 とい う全体 のテーマ を基 に、 各班 で そ れぞ れの

研究 テーマを決め る。

イ テーマに基 づ いて個人分担を して、米 に関す る情報を収集 し、整理 ・選択 す る。

ウ 班単位 で テーマに沿 って話 し合 い、 まとめの プ リン トを作成す る。研究発表 で最 も言 い

たい ことを表 すキ ーワー ドを考え、 ア ンダー ライ ンを引 いて お く。

工 班 ごとに発 表をす る。聞 いて いる生徒 は発表 に対す る自分 の考 え と研究 内容 、発表態 度

につ いて評価 す る。

(4)対 象2年4組(女 子39名)
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(5)授 業 の展開(1時 間)

区

分

導

入

5

展

開

35

学 習 活 動

○本 時の学習 目標 を知 る。

前 時の発表学習の要点を再確認する。

○ 「安 全性 の高 い米 を安定 して得 るに

は」 にっ いて 自分 の考 えを明確 にす

る。

○ 班 で バ ズ セ ッシ ョ ンす る。(約10分)

テ ー マ に基 づ いて 、 様 々 な視 点 か ら

総 合 的 に考 え て討 論 す る。

○ 班 の話 し合 い にお いて 自分 の 意 見 を

それ ぞ れ述 べ る。

○班 で 出 た意 見 の要 点 ま た は キ ー ワ ー

ドを カ ー ドに マ ジ ック で書 く。

○ カー ドを黒板 に掲示 す る。

r

気候に影響を受ける農作物

自給自足

主食としての米

食べ物の安全管理

水田による環境保全 等

指 導 上 の留 意 点

・研 究 冊 子 を 見 なが らキ ー ワ ー

ドを 確 認 させ る。

・米問題 は様 々な面か ら考え ら

れ るが、 あわせて生産者、流

通業者、消費者 、政府等 の視

点か ら考え られ ることを知 ら

せ る。

・話 し合 いが 円滑 に進 むよ うに

指示す る。

・班の意見が論理的 にな るよ う

に指示す る。

・カー ドには簡潔明瞭 に大 きな

字で横書 きにす るよ うに指示

す る。

・各 班 の 意 見 に キ ー ワー ドを入

れ て 発 表 させ る。

・質 疑 応 答 の 時 間 を と る。

・発言 の 要 点 を 板 書 す る。

備 考

研究冊 子

(班 の ま と

めの プ リン

トを綴 じた

もの)

○班 の意見 を発表 す る。

○発表者 の意見 を聞 きなが らメモを取

る。

○ 自由 にそれぞれの意 見 を発表す る。

班 意見 カー

ド用紙
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○米作 りの重要性を確認す る。 ・発表 され た意見の相違 点を明 指示棒

らか にす る。

○安全性、環境保全を根底に据えた食 ・自立 した生活者 として どのよ

ま
生活 につ いて考え、 どのよ うに実践 うに行動すべ きか考え させ る。

と
す れ ば よ いか ま と め る。

○情報 を収集 し、 その質を分析 ・判断 ・情報の客観的理解、質の分析 ・

め し、伝達 す ることの重要性 を知 る。 判断、情報処理 ・伝達等 にっ

いて 確認 す る。

io ・調 査 、研 究 、発 表 、討論を行 っ

た意義を確認す る。

○次 回の内容 にっ いて知 る。

⑥ 評 価の観点

ア 情 報 の質 を分析 ・判 断 し、活用 して問題解決がで きたか。

イ 安 全性 の高 い米 を安 定 して得 るには、環境保全等 を踏 まえ、 どのよ うに実践 すれば よ い

か具体的 な案 がま とまったか。

(7)考 察

ア この よ うな情報 の収 集 ・分析 の自由研究的 な発表 は、生徒 も初 めての試みであったため、

もう少 し情報 の収集 ・分析 の時間を十分 にとるべ きだ った。

イ 単 に発表 の メモを取 るので はな く、発表 に対す る自分の考えを記録 させ るよ うに した た

め、生 徒 は自分 の課題 と して受 け止め、一生懸命 に取 り組んで いた。

ウ 生徒 は、本 、パ ンフ レッ トなどか ら多 くの情報を集 めて きたが、古 い情報 であ った り、

情報 の収集 が偏 った り して いたので、 もっと情報 の"質"を 判断 させ ることが必要だった。

エ 「安全性 の高 い米 を安定 して得 るには」 とい う全体 のテーマにっいて、まず個人で調査 ・

研究 して 自分 の考 えをま とめ、 さ らに班で個人研 究の まとめの冊子を作 り、 クラス全体 で

の班 の発表 と討議 を通 して考 え る演 習が、不十分 で はあるがで きた。 その過程 を通 して生

徒 が 自 ら考え実践す る力 を身 に付 ける一 助 とな った と確信で きた。

オ 情報 化の進展す る社 会で は、情報 を集 め るだ けでな く、その質を吟味 し、評価 し、様 々

な視点 、立場か ら総合 的に問題解決 を して い く実践力 が必要であ る。 その ために調 査 ・研

究 、発 表、討論 とい う指導方法 を今後 も模索 してい きた い。

⑧ 生徒 の感想

ア 今 の時代 は、様 々な情報 があふ れてい るけれ ど、客観 的な判 断 によって私 たちにあ った

正確 な情報 を得 る ことが大切 だ とい うことが分 か った。

イ 自分 が食べ る米 なの だか ら、 自分 でその米 が安全 か どうか確認 す ることが大切 だ。生 産

地、生産者 、 いっで きたのか、農薬使用 はど うかな ど表示 を きちん と見 る必要 があ る。 自

分 の目で確か めて買わ な くてはいけない。そ うい うことが分 か って良 か った。

ウ 米 の発表 ・討論学習 で、米問題 を私 たち消費者 は もっと意識 す ることが大 切 であ るこ と

が分か った。 また、輸入米 の検査を もっと真剣 に考 えねばな らない と思 った。
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V「 住生活」 の指 導

1年 間指導計画(13時 間)

○学 習 に入 る前 に 「住生 活」 に関す る新 聞の切 り抜 きを集 め、 まとめ させて お く。

指 導 項 目 時間 指 導 内 容 情報活用

1住 居 の機能 の変 1 人間 はなぜ、住居 を必要 と したのかを住居 の 新聞記事

遷 歴 史か ら考 え させ る。

住居と人間形成 1 身近 な題材 を使 って、家族 と間取 りにつ いて 「よ い家 づ く り

考 え させ、家族 の住居 は時代 とともにどのよ 悪 い家 づ く り」

うに変化 して きたか を考 え させ る。 国民生活白書

2住 居 の変遷 1 様 々な住居 の平面図を使 って、住 まい方 や住 副教材資料

(設 計 の視点 で) 空間 につ いて学 ばせ、平面図の読み方 を知 ら

せ る 。

3住 居の居住性 i 建売住宅の間取 りに家族を住 まわせ、使用方 不動産広告

法を考 え させ る。 また、不都 合な所の改築 も

行 い住居 と家族 の在 り方を考 え させ る。

4住 居の選択 と 1 新 聞の折 り込 み広告 を使 い、不動産 の購入 に 不動産広告

情報活用 っ いて考 え る。選 んだ物件 か ら学校 に通 う交

通手段 と通学 時間を考 え させ る。

2 不動産広告から分かる物件情報と購入の際に ビデ オ 「マ イ ホ

必要 な知識 にっいてま とあ させ る。 一 ム マ イ ル ー ム」

その発展学習 と して一人暮 しを始 め る際の情 賃貸住宅情報誌

報収集 の手段 を考 えさせ る。 〔事例5〕

5現 代の住宅問題 1 ワンルームに、水回 りや動線 を考 えて設備 や TEPCOで ん

(一 人暮 ら しの住 家具 の配置 を し、 さ らに家庭電気 にっいての き ガ イ ド

空間演習) 演習 も同時 に行 わせ る。

(高齢社会の住居) i ちびま る子 ち ゃん の広告等 を活用 して高齢者 企業のパ ンフレッ

と住 居 に っ いて 考 え させ る。 ト

1 都会 の住 まい と健康 の関係、高齢社会 に向け 新聞記事、東京都

ての住居 にお ける問題点 や日本の住宅政策 ・ 住宅白書、生活プ

住宅取 得 の問題点を考え させ る。 ラ ンハ ン ドブ ック

6住 居 の環境、整 2 快適な住居の在り方を様々な視点から考えさ 「考えよう住まい」、

備 ・美化 せ る 。 インテリア雑誌

7住 まいの変遷 と 1 これまでの学 習の総括 と して新 聞記事を活用 「住 まいが決 め

家族 し、住 ま い と家族 の 在 り方 を考 え させ る。 る日本 の家族 」
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2指 導事例5一 人暮 ら しの住 宅探 し

(1)題 材設定 の理 由

豊 かな住 生活 を実現す るための課題 を探 る一 っのアプ ローチ と して、生活者 と しての視点

で情報 を活 用 し、主体的 に判 断 し、行動 で きる能力 を育成 す る授業展 開 にっ いて研究 した。

賃貸住 宅情 報誌 を活用 し、一 人暮 ら しのための住居 を探 す ことによ り、住宅問題 にっ いて考

え させ るとと もに、必要 な住 宅情報 の収集方法 、情報誌 の見方 ・活 用方法を知 り、実生 活 の

中で どう応用 していけばよいか考 え させ ることに した。

(2)学 習 目標

ア 住生 活分野 で 自立 した生活をす るたあの情報 への アクセ スを考 え る。

イ 具体的 な不動産情報 の種類を知 る。

ウ 収集 した情報 の取捨選 択をす る力を身 に付 ける。

(3)事 前準備及 び資料

ア 新 聞 に入 る不動産広告 か ら得 られ る情報を整理 して お く。

イ 賃貸住宅情報誌(4種 類)を 生徒の人数分だ け用意す る。

(4)対 象1年1組43名(男 子21名 、女子22名)

(5)授 業 の展開(2時 間)

区
分

学 習 活 動 指 導 上 の留 意 点 備 考

導
○本時 の学 習 目標を知 る。 ・前時 に提 出 した不動産広告 不動産広告の

不動産広告を利用した授業から得ら の ワ ー ク シ ー トを 返 却 し 、 ワ ー ク シ ー ト

入
れた情報 の整理 を し、実際 に購入す これ を見 させ る。

io る際の留意点 にっ いて考 え る。

○不動産の物件を一戸建てと集合住宅 ・専 門用語 資料 プ リン トを見 専門用語資料

展 に分 け、知 りうる情報 を整理 す る。 なが ら、購入 の際 に必要な 副教材資料

○ 不動産広告 によ って得 られ る情報 に 項目や専門用語の意味を整

差 が あ る こ とを知 る。 理 させ る。
開
○ ビ デ オ 「マ イ ホ ー ム ・マ イ ル ー ム 」 ・ビデオ の視 聴 の 前 に、一 人 ワ ー ク シ ー ト

を ワ ー ク シー トに記 入 しな が ら視聴 暮 しをす る時の住宅 は、 ど ビデ オ 「マ イ

40 し、一人暮 ら しの住宅探 しの過程 に の よ うに して探す とよいか ホ ー ム ・マ イ

っ い て考 え る。 質 問 を して お く。 ル ー ム 」

(休 憩)

○自宅に近い場所での賃貸住宅を賃貸 。ビデオで の学習 を生か して 賃貸住宅情報

展 住宅情報誌 を使 い、探 してみ る。 自宅近辺で収入 に見合 った 誌

○住宅情報誌の見方を知 る。ワークシー 賃貸住 宅 を探 させ る。(手 ワ ー ク シ ー ト

トに記 入 す る。 取 り15万 円 とす る)

開 ○自分の家の立地条件や周辺環境等の ・土 地 勘 が あ るか らチ ェ ック

チ ェ ッ ク を す る 。 で き る こ とに気 付 か せ る。
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40 ○住 ま うとい う行 為 には様 々な問題 が

あ る ことに気付 く。

・情報 の取捨選択 に付 随す る

知識 の重要性 を知 らせ る。

ま

と

め

10

○ どの よ うな情報 があ ったか各 自で整

理 す る。

・次回 は一人暮 しの住空間演

習へ と発展 させ ることを知

らせ る。

ワ ー ク シ ー ト

提 出

(6)評 価 の観点

ア 不動産 に関す る情報 への アクセス、収集方法を理解 できたか。

イ 集 あた情報量 が 自分に とって適切であ り、その情 報を判断 して意思決定 がで きたか。

ウ 住環境(立 地条件 や周辺 環境)を きちん と整理 ・評価 し、発展 的意見 が述 べ られ たか。

(7)考 察

一 人一 人が賃貸住宅情報誌 を手 に して情報 を得 る授業展 開 は
、かな りの興味を 引 き付 け た

よ うであ る。情報誌 の種類 によ って は、求 め る情報 が不足 す るもの もあ り、一種類 だ けの検

討 は良 くな いことに も気付 かせ ることがで きた。 この授業 を通 して、間取 りに望 まれ る居 住

性 のチ ェ ック、 自宅 の立地条件 や周辺環境 を見直 し、住宅 問題全般 にっ いて考え、 自分 の住

生 活 の在 り方 にっ いて考え る ことがで きるよ うにな った。

(8)生 徒 の感想

生徒 は、賃貸住宅情報 誌 に書かれて いるメ ッセー ジを読 み取 ることに興味を もったようだ。

賃貸住 宅探 しを した ことで、「角部屋 とい う点 にひかれた」「ペ ッ トの相談 あ りは い い」 「木

造 で も暖かみ があ りそ う」 などの感想が あ った。 また、周辺環境 チ ェックを した ことで 「い

ろいろ トータル して考 え ることは大変だ」「様 々な住環境 があ る ことに気付 いた」 な ど と書

いてあ り、住生活へ の興 味 ・関心 が深 まった と思 われ る。

住生后 ・賃 貸住宅 を傑 してみ よ う 番

・巨分の町で ひ と7Cし を して みよ う.{朋 手融15朋 としてAAR4をSzdiと)
コ　 　にぞぬ ねおを 　てもわそ をユセ しなさいコ

〔雛 疑描 隷 募諾 欝 妻罫 ρ分の町観 っけよう・

使,kf1!

所在塘

交 適 線 駅下亙E鷺 雰
,。 歩 分

賃 料 円
(腿 實 剛)

礼金i敷 金}撒 円
gr

8P

●1

H尉 マン ション アバ ー ト その億 新築 ・第 年

闇取り /奪 有面頓 ゴ

広 さ 桐室 畳、洋 室 豆 、台所 量

間取り図

有 鎮

駐取燭 有 無 円

設 賞

恥撫lTEL

チェ7タ

職 。 に の賃難 宅を選。。舳 鰍 気。入,。 点。含めて,・

i

一 の立地灸作や周辺現境をチェ7ク してみょう。
項目に従い・得点に○をつけ合計点を出してみょう。
〔わらかない項目は1点 として合計を出すこと〕

主な チェ ック項 目 チ ェ ッ ク 内 容

交通利便性の状況
. 一

駅から自宅までの交通機関 後歩のみ 3
自転車利用 2
パスの利 用 i

その他大適り酔踏切検断で危験?噂 周が不
定?な ど 簸 2

脊 ユ

最寄りの駅から 高佼までの交通手段
と所要時間

30分 以 内 4
60分 以 内 3
90分 以内 2
それ以上 i

公共 ・公益竃 殴 ・ 自宅か らその竃設までの交通手段と所要時
生活利便｠8の 状 聞
況 ・役所 等7 〔)で()分

・郵便 局= ()で()分
・腐 院: ()で()分
・公 園 ()で 〔)分
・銀 行 ()で 〔)分
・商店 衝 ()で 〔)分
・ 罵。 パ謄 ()で()分
・2ン ビニ ()で()分
・ 桝 一ト ()で()分
・レン!Y那 (〉 で()分
後歩で15分 以内が5僖 以上 5
後歩で30分 以内が5個 以上 3
上配以 外(該 当 し/2い) 1

周辺の住環填の 峡逗 、窩逮 道路 ・幹緑 道路、 工事な どの騒 3
状混 音 ・髪動の 影響を受 けるか?艇3・ 有 工 i
高層住宅などによる目照の影響を受けやす 3
いか?蟹3・ 有1 i

す《τをE入してみτL鳳づい虹こと、litこ とをまとめξさ」㌧ 合計

/zoF
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IV「 保育 」の指導

1年 間指 導計 画 ※調査 ワー ドについては各授業 の前 に生徒 に調べ させ る。

指 導 項 目 時間 指 導 内 容 情 報 活 用

子供 の成長 と親の

役割

1.青 年期 の生 き

方 と結婚

(1)青 年期 の特徴

と健康 管理

(2)人 生 と結婚

2 ・情 報 の種 類 、収 集 の方 法 を 説 明 す る。

・ジ ェ ン ダー と自分 ら しさ につ いて 考 え

さ せ る。

・青 年 期 の心 身 の特 徴 及 び健 康 管 理 の重

要 性 にっ いて 認 識 させ る。

調 査 ワ ー ド

モ ラ ト リア ム、 ジ ェ ンダ ー等

現代用語 の基礎知識

新聞(投 書)

新聞記事

資料

「さらば、悲 しみの

性」

2 ・恋愛 と結婚 を比較 しなが ら、 自分 が求

め る人 間関係 にっいて考 えさせ る。

・人工妊娠 中絶 、STDに っ いて説 明す

る。

調査 ワー ド

胎児性 アル コール症候群等

新聞記事

2 ・結 婚 観 に関 す る調 査 を 、 グル ー プ で分

析 、発 表 させ る。

・レポー ト 「デ ー タか ら見 た結 婚 」

総理府調査

経済企画庁調査

毎日新聞社調査

2.乳 幼 児の成長

と生 活

2 ・乳 児の能力 、精神 的発達 に重点 をおい

て説 明す る。

調査 ワー ド 生理 的体重減 少等

視聴覚教 材

「赤 ちゃん このす ば

らしき生命」

3.親 の役割 と家

庭教育

(1)子 供 の成長 と

親子 関係

(2)生 活 習慣の形

成 と家庭教育

2 。新 聞縮刷版 と新聞 を利 用 して、 「子供

が被害者」 であ る記事 を検 索 させ る。

・子供 の権利 につ いて説 明す る。

〔事例6〕

新聞縮刷版

新聞

2 ・子供 の成長 に は、育 て られ る場 での人

間関係 が、大 きな影響 を及 ぼす ことを

理解 させ る。

・親側 がかかえ る問題 を考 え させ る。

調査 ワー ド

ホス ピタ リズム等

新聞記事

2 ・基本 的生活習慣 や社会 的生活習慣 を身

に付 けさせ る必要性 を認識 させ る。

総理府調査
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・乳児 と養育者 の生活時 間を比較 させ る 資料

調 査 ワー ド 「男 も育児休職 」

ア ダ ル ト ・チ ル ド レ ン等

ま とめ 1 ・他国 の子供 の生活環境 に関す る新聞記 新聞記事

事か ら、問題点を整理す る。 資料

1 ・レポ ー ト 「親 の 役割 」 「世 界子供 白書」

2指 導事例6子 供 を取 り巻 〈生活環境の問題を探 る

(1)題 材設定 の理 由

子 供 には、 その時代 の大人を越えて発達 して い く可 能性 が ある。それ に もかか わ らず、 多

くの子 供 たちが、様 々な生活 不安 にさ らされ、問題 をかかえ、その可能 性を奪 われてい る。

社会 が生 活上 の問題 をかかえた場合、その影響 はまず子供 に現 れ る。本 授業 では、子供 を 取

り巻 く生 活環境 の問題 を知 るため に、身近 な情報 源である新聞か らの情報収集を試みた。様々

な問題 を知 る ことによ り、大人 は何を して きたのか、親 の役割 とは何 か等を考 え るきっか け

とした い。

(2)学 習 目標

ア 新 聞縮 刷版 ・新聞 か らの情報収集法 を知 る。

イ 子供 を取 り巻 く環境 の問題 を知 る。

ウ 子供 の権利 に対す る考 え方 、児童 の権利 に関 す る条約等 を学 ぶ。

(3>事 前準備及 び資料

ア 新聞縮刷版 を ク ラスの人数分 よ りやや多 めに準備 してお く。

イ 子供 の権利 に関す るプ リン トを作成す る。

(4)対 象

2年1組32名(男 子18名 女子14名)

(5)本 時 の展 開(2時 間)

区分 学 習 活 動 指導上 の留意点 備 考

導
入
○ 本時の学習 目標 を知 る。

5 ○ 新聞縮刷版 の利 用法 を学 習す る。 新聞縮刷版

○ 索引を利用 し、 新聞 縮刷 版 か ら、 ・子供 を18歳 未満 と定義 す る 新聞縮刷版

展 「子供 が被 害者 であ る」 記事 を探 ・時 間 に余 裕 が あ る場合 は、 ワ ー ク シ ー ト

し、 日付、記事 の要約、感想等 を 新聞でも同様の作業を行わ 新聞

開 ワ ー ク シー トに記 入 す る。 せ る 。

○ 記 事 に キ ー ワ ー ドをっ け、 グル ー ・キ ー ワー ドは分 類 項 目 と し

45 プ ごとに記事の 内容 を確認す る。 て 利 用 す るの で 、 グル ー プ

ご とに報 告 させ る 。

(休 憩)

1
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○ キ ー ワ ー ドを確 認 し、 これ を 分 類

項 目と して記 事を分類 す る。

展 ○ グル ープ ご とに 、 分 類 別 件 数 、 感 ・子供 の権利の歴史、児童の

想 を発表す る。 権利に関する条約の骨子を プ リ ン ト

開 ○子供 の権利 について知 る。 説 明 す る。 ワ ー ク シ ー ト

・児童福祉法の要保護児童発

40 見者の通知義務 にっ いて も

説 明 して お く。

○子供を取り巻く環境の問題点を整 世界子供白書ま 「 「

と
理 す る。 ①飢 え ・貧困 ②病気

め
○児童の権利に関する条約の骨子を ③教育 ④虐待 ⑤搾取

確 認 す る。 ⑥安全 ⑦その他
io
○次 時の内容 を知 る。

⑥ 評価 の観点

ア 新聞記事 の検 索がで きたか。

イ 子供 を取 り巻 く環境 の問題を理解 できたか。

ウ 子供 の権利 にっ いて理解で きたか。

(7)考 察

ア 新聞 の縮刷版 は、初 めて見 るとい う生徒 も多 く、熱心 に取 り組ん でいた。記 事を探す 時

間 は十分確保 す る必要 がある。縮刷版 の索引 ・タイ トルを利用 して記事の検索 を試みたが、

タイ トルか ら内容を推測す ることは、生徒 に とってやや難 しか ったよ うだ。

イ グループ活動 には、意欲的 に取 り組 んでいた。内容 を確認 す るための時間 は、 ゆ と りを

もって設定 し、記事 に関す る意見交換 もで きるよ うに したい。 グループでの意見交換 は、

価値観 の形成 に も大 きな影響 を与 え ることを感 じた。

ウ 新聞 を読 んで いない、社会的 な情報 をキ ャッチ していない生徒 が多 い。授業 には、 タイ

ム リーな話題 、 日常的 な情報収集等 を もっと取 り入 れ、 自分 の身 の回 りの ことだ けで はな

く、人間の生 活全般 に対す る興味 ・関心 を深 めてい きたい と思 う。

工 生徒 の感想か らは、児童虐待 と児童 の権利 に対す る関心 が高 い ことが分 か った。 これ を

単 な る知識 で はな く、生徒 の行動 に結 びっ くよ うな意欲 に高 あたい と考 え る。 そのため に

は、授 業だ けではな く放課後等 の個別対応 もしてい きたい。

(8)生 徒 の感想

・傷 っ いて いる子供 たちを守 るの は大人だ と思 う し、 自分 もその一 人 にな りたい。

・児童 の権利 に関す る条約 を学 んで、私 が大 人にな った ら条 文のすべてが実現 されて い る社

会 をつ くりたい と思 った。

・子供 を守 るための条約等 の多 さ、児童 に対 す る犯罪 の多 さに驚 いた。児童 に対す る犯 罪 を

もっと減 らす よ うに、世界全体 が努力 して いかな ければな らないと思 う。

・子供 に も様 々な問題 があ ることが分 か った。 これか らは少 しで も新 聞 に目を通 した い。
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Vd研 究の まとめと今後の課題

本年度 の教育研 究員 は、「情報活用能力 を培 い、 自立 した生 活者 を育 成 す る指導 内 容 ・方

法 の工夫」 を主題 に、情報 化が進展す る これか らの社会を生 きる生徒 に、氾濫す る生 活情 報

の中か ら適切 な情報 を選択 し、活用で きる能力を育成す る指導法 にっ いて研究 した。

まず、情報活用能力 の育成 につ いて は、情 報化社会 に主 体的 に対応 し、情報 を十分 に活 用

で きる技 能を身 に付 け させ るとともに、情報 の重要性 を理 解 させ、情報 に対す る責任感 を も

たせ ることと考え た。また 自立 した生活者 とは、変化 の激 しい時代 にあ って、社会 に対 応 し

主体 的に価 値判断 がで き、意欲 的 ・創造 的に生活 で きる人 間 とと らえた。

以上 の ことか ら、家庭科 にお ける情報活用 能力 の育成 に当た って は、情報を収集 ・選 択 し

判断 して意 思決定 をす る過程 に重点 をおいて指導 す ることが大切 であ るとい うことを確 認 し

た。 これ は消費者教育 の 「過程 の教育」 の一部 で もあ る。 そ こで 日常生活 の中で身近 な情報

を収集 ・選択 し、適切 な価値判断 の下 に意思決定 を し、評価 しなが ら実践 へ と導 く学習 を 食

生 活、住生活 、保育の三 領域 で実践 した。

指導事例1で は、情報 化の中心 となるコ ンピュータを栄養診断 にお いて活用 した。情報 機

器 の操 作技術 の習得 は、情報 の整理や選択 をす る上で必要 になる。生徒 は 自分 の食事 や生 活

活動 を入力す る ことによ り、摂取 エネルギ ー、栄養バ ラ ンス、消費 エネルギー等 を瞬時 に知

る ことがで き、 自分 の食事 や生活 に対 す る理解を深め ることがで きた。指導事例2で は、 機

能性食 品等 の新 しい食品 につ いて、様 々な情報や資料 か ら調査 ・分析 させ、 その特徴 や 問題

点 を明 らか に しなが ら価値判 断を させた。指導 事例3で はグループごとに異 な る視点 を もと

に献立 を作成 し、調理 し、 その結果 を比較検討 す ることに より、理想 的 な食生活 のス タイ ル

を考 え させた。指導事例4で は、「米」を テーマに個人で調査 ・研 究 して 、 そ の結 果 を班 で

まとめて発表 し、 ク ラス全体 で討論 を行 うことによ り、情報 を収集 ・整理 し、判断 ・分 析 す

るカを養 うことを試 み た。以上 の実践 によ り、食生活 に対す る生徒 の理解 を深 め、生活 を積

極 的 に改善 して いこ うとす る意欲 を育て る ことがで きた。また、情報 を適切 に選択 ・整理 し、

意思 決定をす る ことの大切 さを理解 させ ると ともに、消費者 としての在 り方 にっ いて認 識 を

深 め させ る ことがで きた。

次 に、住生活 では、情報 活用を一 人暮 らしの住宅探 しの学習で試み た。賃貸住 宅情報誌 を

活用 す ることによ り、個 人の住宅か ら社 会全体を取 り巻 く住環境 にっ いて考え ることがで き、

今後 の住 まいの在 り方 を判 断す るの に有 効であ った。保育 にお いて は、子供 を取 り巻 く生 活

環境 の問題 を知 るために、身近 な情報源 であ る新 聞か ら情報収集 を試み た。 グループ に分 れ

て 、項 目ごとに記事 を分類 し感想等 を発表 す ることによ り意見 交換 がで き、個 々の価 値観 形

成 に影響 を与え る ことがで きた。

これ らの実践 によ り、消費者教育 におけ る意思決定 の過程 の学習 を通 して、情報 を選択 し、

判 断 し、処理 す る能力を育成す る とともに、情報 に対す る責任 あ る態度 を身 に付 けさせ るこ

とがで きる と確信 した。今後、情報 の発信者 と して新 しい情報 を創造 し、伝達 す る能力 を身

に付 けさせ る指導 の充実が課題 である。 このため、イ ンターネ ッ トの活用 も含 めて家庭 科 に

おけ るコ ンピュー タの活用を推進 して い く必要 がある。同時 に、教員 の情報活 用能力 を高 あ

てい くことが大切 であ り、教員研修 の充実 が望 まれる。
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